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「
き
な
は
い
や
伊
方
ま
つ
り
」
は
毎
年
７
月
の
最
終
日
曜

日
に
開
催
さ
れ
る
町
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

地
元
の
特
産
品
な
ど
を
販
売
す
る
き
な
は
い
や
市
場
や

子
ど
も
す
も
う
伊
方
場
所
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
魚
の

つ
か
み
取
り
、
伊
方
お
ど
り
な
ど
数
多
く
の
催
し
の
他
、
イ

ベ
ン
ト
の
ラ
ス
ト
に
は
約
４
，
０
０
０
発
の
花
火
で
ま
つ
り

を
締
め
く
く
り
ま
す

伊方町﹁きなはいや伊方まつり﹂
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簡
易
水
道
予
算
の
確
保
を
！

簡
水
協
・
第
58
回
全
国
大
会
開
催
　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
　

　

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
は
、
11
月
21
日
、

東
京
・
平
河
町
の
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ

ボ
ー
で
「
第
58
回
簡
易
水
道
整
備
促
進
全

国
大
会
」
を
開
き
、
大
会
宣
言
や
大
会
決

議
を
決
定
し
た
。
本
会
か
ら
は
稲
本
会
長

（
内
子
町
長
）
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
た
。

　

大
会
は
、
西
川
副
会
長
（
熊
本
県
津
奈

木
町
長
）
の
開
会
の
辞
に
続
い
て
、
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
（
4
人
）
と
全
国
簡
易
水

道
協
議
会
長
表
彰
（
35
人
）
の
受
賞
者
に

表
彰
状
を
授
与
し
た
後
に
、
受
賞
者
代
表

謝
辞
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
井
口
会
長
（
新
潟
県
水
道
協

会
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
に
、「
大
会
宣

言
」
を
採
択
。

　

次
い
で
議
長
に
牧
田
副
会
長
（
徳
島
県

美
馬
市
長
）
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
・
簡
易
水
道
関
係
国
庫
補
助

等
所
要
額
1
8
2
億
円
の
確
保
な
ど
4
議

案
を
す
べ
て
決
定
し
た
後
に
、別
掲
の「
大

会
決
議
」
を
山
崎
副
会
長
（
北
海
道
京
極

町
長
）
が
朗
読
し
、
満

場
一
致
で
こ
れ
を
採
択

し
た
。

　

な
お
、今
後
、平
成
26

年
度
政
府
予
算
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
各
都
道

府
県
協
議
会
と
関
係
市

町
村
が
一
丸
と
な
っ
て
、

地
元
選
出
国
会
議
員
に

対
し
て
要
望
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
小
田
副
会

長（
岩
手
県
野
田
村
長
）

の
閉
会
の
こ
と
ば
で
大

会
の
幕
を
閉
じ
た
。

大　会　宣　言

　水道は、国民生活に必要不可欠な社会基盤施設であるにも拘
わらず、今なお農山漁村を中心に水道の恩恵に浴せない地域が
存在している。
　これら未普及地域の早期解消は簡易水道に課せられた重大な
使命であり、その早期整備が熱望されている。
　また近年、簡易水道の布設は、地理的条件が悪く、建設コス
トは益々高額化し、更に施設の老朽化、原水水質の悪化、いつ
発生するかも知れない地震等自然災害への対応などによる費用
はますます増大し、脆弱な市町村財政を窮迫させている。
　政府は、このような簡易水道事業の実態と役割を認識し、わ
れわれが要望する平成26年度簡易水道関係予算を確保され、国
民皆水道の早期実現と簡易水道事業の健全なる運営を図るため
に万全の措置を講ずべきである。
　以上　宣言する。
　　平成25年11月21日

全 国 簡 易 水 道 協 議 会
第58回簡易水道整備促進全国大会

大会スローガン
―地方の生活基盤となる簡易水道の整備近代化―

１．簡易水道関係国庫補助所要額（概算要求額182億円）の確保
１．簡易水道国庫補助制度の拡充
１．簡易水道国庫補助率（未普及地域等）₂分の１以上に引上げ
１．地震等自然災害に強い簡易水道施設の整備
１．簡易水道関係事業債（地方債計画案259億円）の確保
１．簡易水道事業に対する地方財政措置の充実

決　　　　議

　国民皆水道の早期実現は、われわれに課せられた重大な使
命である。
　この使命を早期に達成するとともに、地方の生活基盤であ
る簡易水道の整備近代化を強力に推進し、地域住民の期待に
応えるため、われわれはこの第58回簡易水道整備促進全国大
会において、当面する重要課題を決定し、特に次の４項目の
実現を期して一致団結、決意を新たに最善を尽くすものであ
る。

記
１．簡易水道等施設整備費182億円の確保を期す
１．簡易水道等施設整備費の補助制度の拡充を期す
１．簡易水道関係事業債259億円の確保を期す
１．簡易水道事業に対する地方財政措置の充実を期す
　以上　決議する。
　　平成25年11月21日

全 国 簡 易 水 道 協 議 会
第58回簡易水道整備促進全国大会

第58回簡易水道整備促進全国大会次第
₁　開会の辞
₂　全国簡易水道協議会会長挨拶
₃　表彰式
　　　厚生労働大臣表彰
　　　全国簡易水道協議会会長表彰
₄　大会宣言
₅　来賓祝辞　　・厚生労働大臣　　・総務大臣
₆　来賓紹介
₇　議長選出
₈　議　　事
₉　大会決議
10　閉会の辞
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決　　議
　我が国の山村は、日本人としての精神の原点として我が国を支え
て来た力の源であり、一方では水資源、エネルギー資源を守り、国
土保全に貢献してきたが、集落機能の衰退が進み、崩壊の危機に瀕
していると言っても過言ではない。
　山村地域は、道路、情報通信、生活環境等の整備水準は依然とし
て低位な状況にあり、その改善なしには、山村を取り巻く危機的な
悪環境は断ち切れない。鳥獣被害対策や山村の資源を活用する様々
な取り組みを効果的に展開するとともに、集落機能の活性化等の取
り組みを行っていく必要があり、このような対策を総合的かつ強力
に打ち出していく必要がある。
　このため、政府は・国会においては、山村地域の振興こそが、国
全体の発展につながるということを十分御認識いただき、山村振興
を国の重点課題に据えて、下記事項の実現を図っていただくよう強
く要望する。

記
１　山村振興法の延長及びその内容の充実を図ること。
１　農林水産業等地域産業の振興、生活環境の向上等を図るため
の施設の整備等に対する取組みに対する助成措置の充実・強化
を図ること。
１　山村の果たしている多面的・公益的機能を持続的に発揮させ
るための財源確保を図ること。
１　「中山間地域等直接支払制度」等山村地域の活性化を図るため
の助成制度の一層の充実・強化を図ること。
１　木質バイオマスの利用、再生可能エネルギー対策の強化、₆次
産業化の推進等の産業振興施策の充実・強化を図ること。
１　川上から川下にいたる一貫した林業、木材産業の振興・木材利
用の促進を図るための森林・林業対策の充実・強化を図ること。
１　鳥獣被害の深刻化に鑑み、被害防止に関する対策の充実・強化
を図ること。
１　道路設備のための財源を十分に確保し、特に、地方における道
路財源の充実を図ること。
１　高度情報通信ネットワークその他通信体系の充実・強化を図
ること。
１　山村地域住民の生活交通を確保するため、地方バス路線維持、
デマンドバスシステムの導入等対策の充実・強化を図ること。
１　山村地域における医師及び医療従事者の確保並びに関連施設
の整備、運営等への助成措置の拡充・強化等の保健・医療・福祉
対策の充実・強化を図ること。
１　森林吸収源対策を強力に推進するため、地球温暖化対策のた
めの税等に係る所要の税制措置を講ずるとともに地方税財源を
確保・充実する制度を創設すること。
１　税財源の乏しい山村地域の実情に即した地方交付税制度の充
実・強化を図り、所要額を確保すること。
１　ＴＰＰの交渉に当たっては、農産物関税の聖域を守り、国益を
損なうことのないよう毅然とした対応をすること。
１　道州制は絶対導入しないこと。
　　以上決議する。
　　　平成25年11月21日
	 　　全国山村振興連盟通常総会　

山村振興法の改正に関する特別要望
　昭和40年に山村振興の理念及び振興方策を盛
り込んだ山村振興法が制定され、山村地域への
国の政策的支援が行われてまいりました。
　しかしながら、山村地域においては、生活環
境等の整備水準が依然として低位な状況にあり、
人口の減少、高齢化に歯止めがかからず、集落
機能の低下を招き、山村地域の存続が懸念され
る状況にあります。また、近年は、鳥獣被害が
増大し、耕作放棄地が広がる等、その状況を一
層悪化させております。
　そもそも、山村地域は、これまで、国土・自
然環境の保全、水源のかん養、地球温暖化の防
止等の多面的・公益的な役割を果たしてきまし
たが、今日、良好な景観や伝統文化が見直され、
都市住民の癒しの場としての山村地域への期待
がますます高まっております。
　このような日本の原風景とでもいうべき山村
地域を、我々日本人の心の故郷として維持存続
させることは、以前にも増して求められている
ところです。
　そのような中で、山村振興法の期限が平成27
年₃月末に到来いたしますが、政府・国会にお
かれては、山村地域の現状及びその果たす役割
を踏まえ、下記の実現を図られるよう強く求め
ます。

記
１　山村振興法の期限を延長するとともに、そ
の内容の充実を図ること。

　

全
国
山
村
振
興
連
盟
の
通
常
総
会
が
11

月
21
日
「
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
」
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
全
国
の
関
係
市
町
村

長
ら
が
多
数
出
席
。
本
県
か
ら
は
髙
野
支

部
長
（
久
万
高
原
町
長
）
ほ
か
関
係
者
が

出
席
し
た
。

　

総
会
は
、
松
島
副
会
長
（
長
野
県
泰
阜

村
長
）
の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
次
い
で

中
谷
会
長
（
衆
議
院
議
員
）
が
開
会
の
挨

拶
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
来
賓
の
農
林
水
産
大
臣
（
吉
川

山
村
振
興
法
の
延
長
を
！

全
国
山
村
振
興
連
盟
通
常
総
会 

　

　
11
月
21
日
　

副
大
臣
代
理
出
席
）、坂
本
自
民
党
山
村
振

興
特
別
委
員
長
、
藤
原
全
国
町
村
会
長
の

祝
辞
の
あ
と
、
出
席
の
国
会
議
員
と
政
府

関
係
者
ら
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
杉
本
石
川
県
中
能
登
町
長
及
び

奥
田
和
歌
山
県
北
山
村
長
が
事
例
報
告
を

し
た
後
に
、
竹
崎
会
長
代
行
（
熊
本
県
芦

北
町
長
）
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に

入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
第
１
号
議
案
「
平
成
26
年

度
山
村
振
興
関
連
予
算
・
施
策
に
関
す
る

要
望
（
案
）
に
関
す
る
件
」、第
2
号
議
案

「
山
村
振
興
法
に
関
す
る
特
別
要
望
（
案
）

に
関
す
る
件
」
及
び
第
3
号
議
案
「
決
議

（
案
）」
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
た
。

　

終
わ
り
に
、
棚
野
副
会
長
（
北
海
道
白

糠
町
長
）
か
ら
閉
会
の
辞
が
あ
り
、
総
会

を
閉
じ
た
。

　

な
お
、
総
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望
事
項

に
つ
い
て
は
、
総
会
終
了
後
、
全
国
連
盟
役

員
が
分
担
し
、
そ
の
実
現
方
を
陳
情
し
た
。
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昨
年
の
こ
の
頃
は
、
1
月
に
行
わ
れ
る

町
長
選
挙
に
向
か
っ
て
、
後
援
会
活
動
を

一
生
懸
命
行
っ
て
い
ま
し
た
。
懐
か
し
く

思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
43
年
に
役
場
に
奉
職
し
て

以
来
、
多
く
の
先
輩
や
同
僚
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
育
て
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

自
分
が
町
長
に
な
る
こ
と
は
、
全
く
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
続

投
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
中
村
前
町
長
か

ら
の
勇
退
の
ご
決
断
を
伺
い
、
町
政
一
筋

の
人
生
最
後
の
ご
奉
公
と
し
て
出
馬
を
決

意
い
た
し
ま
し
た
。「
町
民
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
掲
げ
、
多
く
の
町
民
の
皆
様

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
初
当
選
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
登
庁
の
2
月
6
日
は
、
職
員
に
挨
拶

を
済
ま
せ
て
か
ら
、
議
会
人
事
に
伴
う
臨

時
議
会
に
臨
む
と
い
う
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

今
年
一
年
を
振
り
返
っ
た
時
、
私
の
一

生
の
思
い
出
と
な
る
素
晴
ら
し
い
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
中
村
知
事
が
推

奨
し
て
い
ま
す
、
自
転
車
新
文
化
の
取
り

組
み
で
体
験
し
た
こ
と
で
す
。
中
村
知
事

の
お
声
か
け
で
、
県
内
の
首
長
、
県
議
会

議
員
、
県
の
職
員
の
方
々
と
「
瀬
戸
内
し

ま
の
わ
2
0
1
4
」
大
会
で
行
わ
れ
る
世

界
的
規
模
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
し
ま
な
み
海
道
（
来

島
大
橋
）
を
自
転
車
で
走
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
砥
部
町
で
も
山
間
部
に
暮
ら
し

て
い
る
た
め
、
自
転
車
に
乗
る
習
慣
が
あ

り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
小
中
学
生
の
時
に

は
自
転
車
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
乗

る
こ
と
は
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
専
用
の
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
な
ど
に

乗
る
こ
と
は
、
思
い
も
し
な
い
こ
と
で
し

た
。
色
々
と
悩
み
ま
し
た
が
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
私
の
中
で
新
し
い
発
見
が
必

ず
あ
る
と
い
う
思
い
で
出
場
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

次
は
自
転
車
の
購
入
で
す
。
す
で
に
お

二
人
の
町
長
は
自
転
車
に
乗
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
他
の
町
長
と
一
緒
に
自
転
車
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
自
転
車
を
購
入
し
た
時
は
、
子

供
の
頃
に
父
親
に
革
の
グ
ロ
ー
ブ
を
買
っ

て
も
ら
っ
て
、
早
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が

し
た
く
て
枕
元
に
置
い
て
寝
た
時
の
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
、
早
く
乗
り
た
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
人
で
初
め
て
広
場
で
練
習
し
た
時
、

フ
ラ
フ
ラ
し
て
真
っ
す
ぐ
走
れ
な
い
、
挙

げ
句
の
果
て
に
チ
ェ
ー
ン
が
は
ず
れ
る
と

い
う
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
職

員
に
も
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

少
し
ず
つ
練
習
を
重
ね
、
な
ん
と
か
乗
り

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
、
無
事
に
し
ま
な

み
海
道
を
走
り
き
っ
た
時
の
感
動
は
、
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

全
員
の
町
長
さ
ん
が
同
じ
思
い
で
走
っ

た
こ
と
で
、
町
村
会
の
絆
が
一
段
と
強

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自

転
車
文
化
を
私
た
ち
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
中
村
知
事
に
感
謝
で
す
。

　

来
年
は
、
久
万
高
原
町
の
石
鎚
山
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
と
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
・
国

際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
練
習
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

随想随想随想

﹁
一
年
を
振
り
返
っ
て
﹂

 

砥
部
町
長　

佐
　
川
　
秀
　
紀
　

□
砥
部
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

◦
七
折
梅
ま
つ
り

　

平
成
26
年
2
月
20
日
～
3
月
10
日

◦
砥
部
焼
ま
つ
り

 

平
成
26
年
4
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

　

今
年
も
恒
例
の
七
折
梅
ま
つ
り
と
砥
部

焼
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。



　（5）　平成25年12月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 57 号　

　

愛
媛
県
副
町
長
会
は
、
11
月
29
日
午
後

2
時
か
ら
愛
南
町
役
場
会
議
室
で
「
平
成

25
年
度
秋
季
副
町
長
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
9
町
か
ら
副
町
長
及

び
総
務
課
長
並
び
に
県
市
町
振
興
課
職
員

ら
16
名
が
出
席
し
、
各
町
間
の
情
報
交
換

や
町
内
視
察
が
行
わ
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

　
　

栗
田
代
表
幹
事
（
松
前
町
副
町
長
）

3　

町
政
の
概
要
説
明

　
　

岡
田
愛
南
町
副
町
長
か
ら
町
政
の
概

要
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

平
成
25
年
度
秋
季
副
町
長
会
を
開
催

  
      

11
月
29
日 

愛
南
町
で
開
催

4　

各
町
情
報
交
換

　
　

各
町
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
6
題
に
つ

い
て
説
明
の
の
ち
、
各
町
間
の
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
。

5　

町
内
視
察

　
　

愛
南
町
の
次
の
施
設
を
視
察
し
た
。

　
　

◦
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

◦
地
域
産
業
研
究
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
う
み
ら
い
く
愛
南
」

　
　

◦
南
レ
ク
「
紫
電
改
」
ほ
か

6　

そ
の
他

　

次
回
は
上
島
町
で
開
催
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
な
が
〜
〜
〜
い

　
　
　 

ゲ
レ
ン
デ
を
満
喫

内
子
町

　

四
国
最
長
1
，
2
0
0
ｍ
の
ゲ
レ
ン
デ

と
、
安
定
し
た
ス
ノ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
好
評
の
ソ
ル
フ
ァ
・
オ
ダ
ス
キ
ー
ゲ
レ

ン
デ
。
冬
模
様
の
石
鎚
山
・
松
山
平
野
・
四

国
カ
ル
ス
ト
を
一
望
し
な
が
ら
、
ス
キ
ー

●
ソ
ル
フ
ァ
・
オ
ダ
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ

　

☎
０
８
９
２
︱
５
２
︱
３
２
３
２

　

w
eb:w

w
w
.sol-fa.com

＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
満
喫
で
き
ま
す
。
ま

た
、
家
族
連
れ
に
大
人
気
の
本
格
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
で
は
、
ソ
リ
や
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
な

ど
の
雪
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。
ゲ
レ
ン
デ

に
隣
接
す
る
宿
泊
施
設
「
獅
子
越
荘
」
は
、

地
元
産
の
丸
太
を
利
用
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス

造
り
で
、
雪
山
で
の
心
温
ま
る
ひ
と
と
き

を
堪
能
で
き
ま
す
。
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
ス
ク
ー
ル
や
技
能
大
会
、
お
客
様
感

謝
デ
ー
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
内
子
の
雪
山

「
ソ
ル
フ
ァ
・
オ
ダ
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
」
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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◉「
洲
之
内
徹
と
現
代
画
廊
―
昭
和
を
生
き
た
目
と
精
神
」
展

久
万
高
原
町

　

2
0
1
3
年
は
、洲
之
内
徹（
1
9
1
3
-

1
9
8
7
、
松
山
市
出
身
）
が
生
ま
れ
て

ち
ょ
う
ど
1
0
0
年
目
に
当
た
り
ま
す
。

そ
れ
を
記
念
し
て
、
久
万
美
術
館
で
は
愛

媛
県
美
術
館
と
共
同
で
「
洲
之
内
徹
と
現

代
画
廊
―
昭
和
を
生
き
た
目
と
精
神
」
展

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

洲
之
内
徹
は
文
学
者
、
画
廊
主
、
美

術
収
集
家
と
し
て
、
さ
ら
に
美
術
批
評

家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。『
愛
媛
新

聞
』（
1
9
6
2
-6
4
）
や
『
芸
術
新
潮
』

（
1
9
7
4
-8
7
）
に
連
載
さ
れ
た
「
気

ま
ぐ
れ
美
術
館
」
を
は
じ
め
と
す
る
美
術

エ
ッ
セ
イ
の
書
き
手
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

洲
之
内
の
死
後
、
そ
の
手
許
に
残
さ
れ

た
作
品
は
現
在「
洲
之
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
し
て
宮
城
県
美
術
館
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
企
画
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品

ば
か
り
で
は
な
く
、
彼
の
著
作
に
現
れ
た

作
品
、
洲
之
内
が
小
説
家
田
村
泰
次
郎
か

ら
現
代
画
廊
の
経
営
を
引
き
継
い
で
か
ら

開
催
し
た
展
覧
会
に
出
品
し
た
作
品
、
さ

ら
に
洲
之
内
と
交
流
し
た
愛
媛
の
作
家

た
ち
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
戦
中
戦
後
を
生
き

た
ひ
と
り
の
人
間
の
足
跡
を
通
じ
て
、

戦
後
の
新
し
い
近
代
美
術
史
像
が
生
成

さ
れ
る
過
程
の
ひ
と
こ
ま
を
う
か
が
わ

せ
る
と
と
も
に
、
な
ぜ
人
は
か
く
も
美

術
に
愛
着
を
も
つ
の
か
と
い
う
問
い
に

あ
ら
た
め
て
思
い
を
は
せ
る
契
機
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
先
／

　

鬼
北
町
役
場
日
吉
支
所
内　

地
域
振
興
課

　

T
E
L 

0
8
9
5
–4
4
–2
2
1
1

鬼
北
町

◦
会
期
： 

平
成
2₆
年
1
月
2₅
日
㈯
～
3
月
1₆
日
㈰

◦
第
一
会
場　

愛
媛
県
美
術
館

　
　

開
館
時
間
／
9
時
40
分
～
18
時
︵
入
場
は
17
時
30
分
ま
で
︶

　
　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
︵
祝
日
及
び
振
替
休
日
に
当
た
る
場
合
は
、
そ
の
翌
日
︶

　
　
　
　
　
　

た
だ
し
、
毎
月
第
1
月
曜
日
は
開
館
、
翌
日
が
休
館

◦
第
二
会
場　

町
立
久
万
美
術
館

　
　

開
館
時
間
／
9
時
30
分
～
17
時
︵
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
︶

　
　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
︵
祝
日
及
び
振
替
休
日
に
当
た
る
場
合
は
、
そ
の
翌
日
︶

◉
鬼
北
き
じ
鍋
祭
り

　

◦
平
成
2₆
年
２
月
2₃
日
㈰　
※
予
定

　

◦
鬼
北
町
岩
谷 

鬼
北
町
農
業
公
社

　

鬼
北
町
で
は
、「
熟
成
」「
急
速
冷
凍
」

「
長
期
保
存
」
の
技
術
を
駆
使
し
た
、特
産

の
「
鬼
北
熟
成
き
じ
」
を
町
内
外
の
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
２

月
に
「
き
じ
鍋
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

メ
イ
ン
と
な
る
「
き
じ
鍋
」
の
販
売
で

は
、
温
か
い
「
き
じ
鍋
」
が
皆
さ
ん
の
お

腹
も
心
も
満
た
し
ま
す
。

　

ま
た
当
日
は
、「
き
じ
飯
」「
き
じ
の
串

焼
き
」
な
ど
の
き
じ
料
理
や
、
地
元
産
の

野
菜
、「
ど
ぶ
ろ
く
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

店
舗
が
軒
を
連
ね
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
鬼
北

町
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
味
を
堪
能
し

て
く
だ
さ
い
。
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町イチ！村イチ！ 2014
～町村から日本を元気にする～

2014年1月11日㈯・12日㈰
東京国際フォーラムで

　全国町村会は、全国の町村が持っている物産や観光資源
などの“いち押しの宝”を首都圏の住民にＰＲするための
イベントを開催する。
　町村の魅力を多くの人たちに知ってもらうことで、町村
のファンを増やし、物産の販売促進や観光等交流人口の拡
大などによる地域活性化につなげる。
　なお、本県からは松前町、伊方町、松野町及び鬼北町の
４町が出店する。

2014

休息エリア
中国・四国
エリア

近畿エリア北信・東海エリア

関東エリア 九州エリア

関
東
エ
リ
ア

東
北
エ
リ
ア

北
海
道
エ
リ
ア

おいしいご当地グルメや自慢の物産が盛りだくさん。
ステージでは各町村のイベントも実施！ ぜひご来場ください！

会場マップ 東京国際フォーラム

展示ホール B2F

東京国際フォーラム

ロビーギャラリーB1F
有楽町駅 東京駅

ご当地キャラクター 撮影コーナー
プロジェクト2014コーナー
伝統工芸実演・体験コーナー
震災復興応援コーナー

ライフスタイルコーナー

アンケートコーナー

パンフレットコーナー
パンフレット
コーナー

パンフレット
コーナー

抽選コーナー

会場MAP／案内所

出口

入口

EV

町イチ！村イチ！
食堂

展示ホール
（Ｂ2Ｆ）

町イチ！村イチ！
食堂

町イチ！村イチ！
ステージ
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自
然
の
戒
め

　

11
月
3
日
は
、あ
の
3
・
11
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
よ
う
に
、
プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー

ズ
で
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス

が
優
勝
、
全
国
一
に
な
っ
た
。

　
『
誰
か
の
た
め
に
戦
う
時
は
、強
い
』（
嶋

選
手
）。『
努
力
す
れ
ば
結
果
が
つ
い
て
来

た
』。『
あ
り
が
と
う
』。
東
北
へ
の
感
動

の
贈
り
物
で
あ
る
。
チ
ー
ム
フ
ァ
ン
で
な

い
者
か
ら
対
戦
相
手
の
フ
ァ
ン
ま
で
も
が

固
唾
を
呑
み
、
皆
が
“
東
北
の
優
勝
”
を

心
底
か
ら
喜
ん
だ
。

　

さ
て
、
台
風
30
号
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲

い
、
レ
イ
テ
島
を
壊
滅
状
態
へ
…
。
日
本

列
島
が
す
っ
ぽ
り
入
る
よ
う
な
巨
大
台
風

は
、
風
速
90
ｍ
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
強

力
で
高
潮
を
伴
っ
て
、
人
々
、
家
々
を
強

襲
し
た
。

　

対
岸
の
火
事
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
今
回

の
台
風
で
あ
る
。
南
方
の
台
風
発
生
海
域

は
じ
め
、
日
本
列
島
に
及
ぶ
海
域
の
海
水

温
度
の
上
昇
が
顕
著
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の

兆
候
の
予
報
に
あ
る
。
従
来
の
よ
う
な
列

島
へ
の
台
風
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
さ
・
強

さ
・
来
襲
時
期
も
全
て
過
去
の
経
験
に
な

い
も
の
が
来
る
と
言
わ
れ
る
。

　

国
内
で
は
、
1
時
間
に
40
㍉
を
超
す
と

豪
雨
と
称
し
て
い
た
も
の
が
過
去
の
言
葉

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
年
な
ど
1
0
0
㍉

を
超
す
降
雨
量
が
頻
繁
に
発
生
、
局
地
的

豪
雨
は
、
山
崩
れ
、
土
砂
を
流
し
、
従
来

の
川
で
は
、
深
さ
・
幅
も
対
応
し
き
れ
な

い
状
況
が
各
地
で
発
生
し
た
。
春
夏
秋
冬
、

自
然
の
渓
流
美
は
、
一
時
に
し
て
そ
の
姿

を
激
変
、
悪
魔
の
泥
川
と
な
っ
て
全
て
を

押
し
流
す
。
都
会
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
近

代
機
能
を
簡
単
に
奪
う
自
然
力
は
、
計
り

知
れ
な
い
。
想
定
内
は
、
自
然
に
通
用
し

な
い
事
と
な
り
と
既
に
学
習
済
み
で
あ
る

が
、
い
か
ん
と
も
し
難
く
毎
回
被
害
が
出

る
。

　

地
震
は
ま
だ
発
生
予
知
が
不
可
能
で
、

片
や
日
に
日
に
そ
の
発
生
確
率
を
上
げ
て

い
る
現
状
。
地
震
列
島
に
住
ま
い
す
る
以

上
、万
が
一
に
起
る
の
で
な
く
、当
然
何
時

か
確
実
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
覚
悟
、
意
識

で
生
活
す
る
し
か
な
い
。
何
百
年
か
、
何

千
年
に
1
回
し
か
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う
大

地
震
に
遭
遇
す
る
時
期
に
、
現
代
人
が
た

ま
た
ま
今
当
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

　

竜
巻
は
、
日
本
列
島
に
は
無
縁
と
想
っ

て
い
た
が
、
現
実
は
、
多
発
の
様
相
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
家
屋
建
築
に
条
件
が
増

え
た
。

　

夏
季
の
気
温
上
昇
も
過
去
の
記
録
は
、

ま
っ
た
く
参
考
に
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ

た
。

　

兎
に
も
角
に
も
、地
球
全
体
で“
異
常
気

象
に
晒
さ
れ
て
い
る
”
ら
し
い
。
そ
の
原

因
の
元
は
、
人
間
自
ら
が
創
っ
た
と
も
言

わ
れ
る
。
し
か
し
、
温
暖
化
対
策
も
各
国

の
思
惑
が
絡
み
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
現

状
は
、
因
果
で
あ
る
。
今
日
も
隣
国
か
ら

偏
西
風
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
る
Ｐ
Ｍ
2
・

5
、
有
効
な
バ
リ
ア
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
は
、
自
然
か
ら
の
戒
め
が
最

一

筆

12
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会

議
▽
4
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
・
都

道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
、
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議

▽
5
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
・
監
事

合
同
会
議
、（
一
財
）
全
国
自
治
協
会

理
事
会
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組

合
理
事
会
、
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、

中
国
・
四
国
地
区
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
補
償
等
事
務
連
絡
会
議
、
中
国
・
四

国
地
区
消
防
補
償
等
事
務
連
絡
会
議

▽
8
日
＝
第
33
回
障
害
者
福
祉
推
進
愛
媛

県
大
会

▽
10
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
教
育
制
度
分

科
会
、
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議

▽
11
日
＝
（
一
財
）
全
国
自
治
協
会
「
法

人
税
等
経
理
事
務
に
か
か
る
説
明
会
」

▽
12
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
教
育
制
度
分

科
会

▽
13
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
教
育
制
度
分

科
会
総
会

▽
16
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
12
月
定
例
常

任
会
議
員
会
議

▽
18
日
＝
交
通
政
策
審
議
会
地
域
公
共
交

通
部
会

▽
19
日
＝
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
第

1
9
4
回
理
事
会

▽
24
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
・
愛
媛
県
町
村

議
会
議
長
会
会
計
監
査

編
集
後
記

　

卓
上
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
、
あ
と
一
枚
と

な
り
ま
し
た
。
な
に
か
と
酒
席
の
ふ
え
る

季
節
で
す
。
今
夜
は
忘
年
会
。
い
ま
、
幾

度
と
な
く
時
計
を
見
な
が
ら
、
こ
れ
を
書

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◇

　
「
親
の
小
言
と
冷
た
い
酒
は
、す
ぐ
に
は

効
か
ぬ
が
後
で
効
く
」

　

死
ん
だ
父
は
無
愛
想
で
お
酒
の
好
き
な

人
で
し
た
。
そ
の
父
か
ら
、
子
供
の
こ
ろ

に
小
言
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
時
は
聞
き
流
す
こ
と
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
自
分
が
そ
の
年
齢
に
な
っ
た
今

頃
に
な
っ
て
、
親
の
言
う
気
持
ち
や
心
配

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
親
に
は

か
な
い
ま
せ
ん
。

◇

　

先
月
、
事
情
が
あ
っ
て
、
2
週
間
ほ
ど

独
身
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
気

づ
い
た
こ
と
は
、
僕
は
な
ん
に
も
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
普
段
、
世
話
を
か

け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
端
的
な
の
は
、
洗
濯
機

の
回
し
方
が
分
か
ら
な
い
こ
と
や
ゴ
ミ
の

始
末
で
す
。
こ
れ
ま
で
家
事
一
切
を
や
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
な
に
も
か
も

初
体
験
。
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
で
、
い
や
ぁ

参
り
ま
し
た
。

　
「
あ
り
が
た
さ
が
分
か
っ
た
や
ろ
？
」

と
は
細
君
の
弁
。
そ
ん
な
こ
と
居
丈
高
に

言
わ
れ
て
も
困
る
よ
、
ね
ぇ
。

◇

　

平
成
25
年
が
、
も
う
す
ぐ
終
わ
り
ま
す
。

僕
は
毎
年
、
年
賀
状
に
「
昔
も
今
も
こ
れ

か
ら
も
、
周
り
の
人
が
頼
り
で
す
」
と
書

い
て
い
ま
す
。
独
り
で
は
な
に
も
で
き
な

い
の
で
。
み
な
さ
ん
明
年
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
！

少
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
願
う
の
み
か
…
。

�

（
Ｔ
）

 

「
苦
し
ん
で
強
く
な
る
事
が
、

　
　

如
何
に
崇
高
な
事
で
あ
る
か
知
れ
」

�

（
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー　

米
国
の
詩
人
）


